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1. 平成24年２月期第３四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年11月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第３四半期 29,786 △0.5 598 △31.1 710 △27.5 277 △42.5
23年２月期第３四半期 29,923 2.5 868 △5.2 979 △4.7 483 △3.1

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年２月期第３四半期 19 32 ― ―

23年２月期第３四半期 33 50 ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第３四半期 33,831 16,156 47.5 1,117 37

23年２月期 31,598 16,746 52.7 1,153 92

(参考) 自己資本 24年２月期第３四半期  16,065百万円 23年２月期 16,659百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年２月期 ― ― 14 00 ― ― 14 00 28 00

24年２月期 ― ― 14 00

24年２月期(予想) ― ― 14 00 28 00

3. 平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,700 △1.1 840 △32.9 1,010 △31.3 420 △40.8 29 18



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この

四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）
 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  社（社名）            、除外  社（社名）

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年２月期３Ｑ 14,816,692株 23年２月期 14,816,692株

② 期末自己株式数 24年２月期３Ｑ 439,096株 23年２月期 379,652株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期３Ｑ 14,383,687株 23年２月期３Ｑ 14,437,588株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災および福島の原子力災害の影響によ

る景気停滞から回復の兆しが見られたものの、長引く円高や欧州の財政問題、株式市況の低迷が続くな

ど、景況の悪化が懸念される不安定で不透明な状況が続いております。 

当警備業界におきましては、安全・安心に対するニーズは底堅いものの、非常に厳しい受注競争が続

く経営環境にあります。 

このような状況の中、当社グループは平成21年３月よりスタートした新中期経営計画「ＣＳＰニュー

パワーアップ計画」の最終年を迎え、お客さま価値の創造を基本としたソリューション型営業の強化、

ニーズに沿った警備サービスの開発と提供、ＣＳＰブランド力の向上に努めております。また、創業45

周年を記念した「ホームセキュリティ（FG-i）キャンペーン」を展開し、ホームセキュリティの拡販に

尽力しております。 

その結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は297億８千６百万円

（前年同期比0.5％減）となりました。利益面につきましては、人員増等に伴う労務費増及び営業キャ

ンペーンに伴う広告宣伝費増、不動産取得による諸経費増などにより営業利益は５億９千８百万円（前

年同期比31.1％減）、経常利益は７億１千万円（前年同期比27.5％減）となり、四半期純利益は資産除

去債務に関する会計基準の適用に伴う期首時点での影響額及び災害損失引当金繰入額などを特別損失に

計上したことにより２億７千７百万円（前年同期比42.5％減）となりました。 

セグメントごと及び業務別の業績は次のとおりであります。 

(セキュリティ事業） 

常駐警備部門につきましては、前年度の10月から開始した大型警備の売上が寄与したこともあり、当

第３四半期連結累計期間の売上高は154億８千万円（前年同期比1.7％増）となりました。 

機械警備部門につきましては、厳しい企業間競争の中、震災による解約・休止等の影響があったもの

の、新規受注及び解約防止に尽力してまいりました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は

95億７千１百万円（前年同期比0.5％増）となりました。 

運輸警備部門につきましては、集配金サービスに尽力した結果、当第３四半期連結累計期間の売上高

は20億９百万円（前年同期比1.2％増）となりました。 

工事・機器販売部門につきましては、大型案件が減少したこともあり、当第３四半期連結累計期間の

売上高は20億４百万円（前年同期比26.6％減）となりました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間のセキュリティ事業セグメントの売上高は290億６千６百

万円（前年同期比1.3％減）、営業利益は５億９千１百万円となりました。 

(ビル管理・不動産事業) 

ビル管理・不動産事業につきましては、清掃業務や電気設備の保安業務等の建物総合管理サービス及

び不動産賃貸を中心に事業を行っております。当期３月に取得した賃貸不動産による売上が寄与したこ

ともあり、当第３四半期連結累計期間のビル管理・不動産事業セグメントの売上高は７億２千万円（前

年同期比53.2％増）となり、営業利益は７百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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総資産及び負債の著しい増加要因は、不動産の取得及び取得に伴う資金調達によるものでありま

す。 

(資産) 

当第３四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ22億３千３百万円増加し、338億

３千１百万円（前連結会計年度末比7.1％増）となりました。その主な内容は、有価証券の増加６億

円、建物及び構築物の増加12億１百万円、土地の増加12億５千９百万円、現金及び預金の減少10億４千

９百万円、受取手形および売掛金の減少２億９千７百万円、投資有価証券の減少６億９千９百万円など

であります。 

(負債) 

負債は、前連結会計年度末に比べ28億２千３百万円増加し、176億７千５百万円（同19.0％増）とな

りました。その主な内容は、預り金の増加２億６千万円、賞与引当金の増加６億５千１百万円、長期借

入金の増加15億７千６百万円、資産除去債務の増加２億１千３百万円などによるものです。 

(純資産) 

純資産は、利益剰余金が１億２千５百万円の減少、その他有価証券評価差額金が４億２千３百万円の

減少などにより、前連結会計年度末に比べ５億９千万円減少し、161億５千６百万円（同3.5％減）とな

りました。 

  

(キャッシュ・フローの状況の分析) 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の変動状況は次の

通りであり、前連結会計年度末に比べ１億６千１百万円減少して、44億１千８百万円となりました。

なお、投資活動及び財務活動の資金の著しい増減要因は、不動産取得及び取得に伴う資金調達による

ものであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によるキャッシュ・フローは全体で26億４千７百万円の増加となりました。資金の主な増

加要因は、税金等調整前四半期純利益５億８千５百万円、減価償却費10億５千８百万円、賞与引当金

６億５千１百万円、売上債権２億６千８百万円であります。これに対し資金の主な減少要因は、法人

税等の支払額５億７千１百万円であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは全体で39億２千６百万円の減少となりました。その主な内容

は、有形固定資産の取得による支出33億７百万円、無形固定資産の取得による支出５億８千９百万円

であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローは全体で11億１千７百万円の増加となりました。資金の主な減

少要因は、長期借入金の返済による支出３億７千３百万円、配当金の支払いによる支出４億３百万円

であり、資金の主な増加要因は、短期借入金１億３千１百万円、長期借入れによる収入19億１千万円

であります。 

  

平成24年２月期の連結業績予想につきましては、前回予想（平成23年７月13日に発表した平成24年２月

期の連結業績予想）から変更はありません。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

資産除去債務に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指 

針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,072,919 9,122,083

受取手形及び売掛金 327,854 625,022

未収警備料 3,396,079 3,367,174

有価証券 600,000 －

貯蔵品 597,587 696,407

その他 2,705,910 1,886,311

貸倒引当金 △11,831 △13,584

流動資産合計 15,688,519 15,683,414

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,663,155 4,169,728

減価償却累計額 △2,176,859 △1,885,397

建物及び構築物（純額） 3,486,295 2,284,330

警報機器及び運搬具 10,855,432 10,552,668

減価償却累計額 △8,326,226 △7,965,146

警報機器及び運搬具（純額） 2,529,205 2,587,521

土地 2,863,397 1,604,161

その他 1,029,879 953,619

減価償却累計額 △743,231 △687,065

その他（純額） 286,648 266,553

有形固定資産合計 9,165,546 6,742,568

無形固定資産 1,200,021 768,969

投資その他の資産   

投資有価証券 4,106,677 4,806,041

その他 3,709,864 3,634,119

貸倒引当金 △38,926 △36,759

投資その他の資産合計 7,777,615 8,403,401

固定資産合計 18,143,184 15,914,939

資産合計 33,831,704 31,598,354
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,104,816 1,194,758

短期借入金 1,187,528 1,096,009

未払法人税等 480,248 456,321

前受警備料 295,263 288,803

預り金 4,865,526 4,605,263

賞与引当金 1,518,305 866,323

役員賞与引当金 32,677 44,400

災害損失引当金 18,465 －

その他 2,708,406 2,597,498

流動負債合計 12,211,236 11,149,378

固定負債   

長期借入金 2,731,541 1,155,316

退職給付引当金 150,025 171,083

役員退職慰労引当金 26,541 21,589

資産除去債務 213,042 －

その他 2,342,681 2,354,318

固定負債合計 5,463,832 3,702,307

負債合計 17,675,068 14,851,686

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,924,000 2,924,000

資本剰余金 2,784,157 2,784,157

利益剰余金 9,236,535 9,362,070

自己株式 △393,962 △346,940

株主資本合計 14,550,729 14,723,286

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,528,468 1,951,517

繰延ヘッジ損益 △14,071 △15,584

評価・換算差額等合計 1,514,396 1,935,932

少数株主持分 91,509 87,449

純資産合計 16,156,635 16,746,668

負債純資産合計 33,831,704 31,598,354
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

売上高 29,923,244 29,786,623

売上原価 23,937,929 24,032,055

売上総利益 5,985,315 5,754,567

販売費及び一般管理費   

役員報酬 226,749 250,921

給料及び手当 1,711,045 1,752,806

賞与 92,585 85,706

賞与引当金繰入額 306,950 311,766

役員賞与引当金繰入額 30,900 32,677

退職給付費用 37,610 55,057

その他 2,710,628 2,667,422

販売費及び一般管理費合計 5,116,468 5,156,357

営業利益 868,846 598,210

営業外収益   

受取利息 11,266 10,639

受取配当金 79,519 85,373

受取保険料 － 42,535

その他 77,732 52,157

営業外収益合計 168,518 190,705

営業外費用   

支払利息 50,588 65,142

その他 7,067 13,571

営業外費用合計 57,655 78,713

経常利益 979,709 710,202

特別利益   

投資有価証券売却益 6,344 3

貸倒引当金戻入額 1,017 1,758

固定資産売却益 427 14

その他 1,000 －

特別利益合計 8,789 1,775

特別損失   

投資有価証券評価損 － 27,535

固定資産除却損 32,995 1,268

災害による損失 － 6,708

災害損失引当金繰入額 － 18,465

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 72,663

その他 810 －

特別損失合計 33,805 126,641

税金等調整前四半期純利益 954,693 585,337

法人税、住民税及び事業税 725,697 595,295

法人税等調整額 △269,488 △291,220

法人税等合計 456,209 304,074

少数株主損益調整前四半期純利益 － 281,262

少数株主利益 14,854 3,391

四半期純利益 483,630 277,871
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年９月１日 
 至 平成23年11月30日) 

売上高 10,192,418 9,983,654

売上原価 8,099,545 8,073,819

売上総利益 2,092,872 1,909,834

販売費及び一般管理費   

役員報酬 84,854 84,706

給料及び手当 577,093 590,093

賞与引当金繰入額 132,843 136,339

役員賞与引当金繰入額 10,900 10,976

退職給付費用 9,853 15,908

その他 859,268 803,089

販売費及び一般管理費合計 1,674,812 1,641,113

営業利益 418,059 268,720

営業外収益   

受取利息 2,343 2,117

受取配当金 782 724

受取保険料 － 12,658

その他 28,385 18,887

営業外収益合計 31,511 34,388

営業外費用   

支払利息 17,421 21,394

その他 6,801 4,922

営業外費用合計 24,222 26,316

経常利益 425,347 276,792

特別利益   

投資有価証券売却益 － 3

貸倒引当金戻入額 － 19

固定資産売却益 427 14

その他 200 －

特別利益合計 627 36

特別損失   

固定資産除却損 12,992 －

特別損失合計 12,992 －

税金等調整前四半期純利益 412,982 276,829

法人税、住民税及び事業税 517,486 439,486

法人税等調整額 △320,085 △298,171

法人税等合計 197,401 141,315

少数株主損益調整前四半期純利益 － 135,514

少数株主利益 3,821 2,158

四半期純利益 211,759 133,355
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 954,693 585,337

減価償却費 919,353 1,058,681

固定資産除却損 32,995 55,187

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 72,663

投資有価証券評価損益（△は益） － 27,535

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 18,465

前払年金費用の増減額（△は増加） △185,918 △89,477

賞与引当金の増減額（△は減少） 665,048 651,982

受取利息及び受取配当金 △90,786 △96,012

支払利息 50,588 65,142

売上債権の増減額（△は増加） △401,083 268,262

たな卸資産の増減額（△は増加） △104,037 98,819

仕入債務の増減額（△は減少） 309,377 △89,941

未払費用の増減額（△は減少） △190,697 96,204

預り保証金の増減額（△は減少） － 207,468

その他 264,352 263,863

小計 2,223,885 3,194,180

利息及び配当金の受取額 90,786 96,012

利息の支払額 △51,203 △71,770

法人税等の支払額 △584,336 △571,369

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,679,132 2,647,054

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △37,517 4,982

有価証券の取得による支出 △700,000 △900,000

有価証券の償還による収入 － 900,000

有形固定資産の取得による支出 △721,181 △3,307,580

無形固定資産の取得による支出 △196,554 △589,747

投資有価証券の取得による支出 △70,230 △5,756

投資有価証券の売却による収入 11,448 24

その他 △29,139 △28,343

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,743,175 △3,926,420

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 137,704 131,182

長期借入れによる収入 － 1,910,000

長期借入金の返済による支出 △113,052 △373,438

リース債務の返済による支出 △74,754 △99,394

配当金の支払額 △404,255 △403,406

自己株式の取得による支出 △555 △47,021

自己株式の売却による収入 59 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △454,853 1,117,921

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △518,896 △161,444

現金及び現金同等物の期首残高 4,425,286 4,580,034

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 66,270 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,972,660 4,418,590
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当第３四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年11月30日） 

 該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

当社グループは、当社及び当社の連結子会社が各々独立した経営単位であり、各社は取扱うサービス

内容について戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは事業の種類に基づき、「セキュリティ事業」及び「ビル管理・不動産事業」

の２つを報告セグメントとしております。 

「セキュリティ事業」は、常駐警備、機械警備、運輸警備及びセキュリティ事業に附帯する工事等の

他、防犯機器等の販売やコールセンター業務等を行っております。 

「ビル管理・不動産事業」は、ビル総合管理及び不動産賃貸事業を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日) 

 
(注) １．調整額△201,557千円は、セグメント間取引消去によるものです。 

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年11月30日） 

 該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額 

(注２)
セキュリティ

事業
ビル管理・
不動産事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 29,066,393 720,229 29,786,623 ― 29,786,623

  セグメント間の内部売上高又は振替高 2,359 199,198 201,557 △201,557 ―

計 29,068,752 919,427 29,988,180 △201,557 29,786,623

セグメント利益 591,028 7,181 598,210 ― 598,210

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当社グループは生産活動を行っておりませんが、当第３四半期連結累計期間末日現在実施中のセグメ

ントごとの契約件数は、次のとおりであります。 

 
  

  

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントごとの販売実績は、次のとおりであります。 

 
  (注) １ 上記金額には消費税等を含んでおりません。 

  ２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合について、前第３四半期連結累計

期間及び当第３四半期連結累計期間では10％未満となりましたので記載を省略しております。 

4. 補足情報

(1) 生産実績

セグメント名称及び業務別名称 契約件数(件) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業)

常駐警備
830 102.1

機械警備
72,283 104.6

運輸警備
2,556 100.7

小計
75,669 104.5

(ビル管理・不動産事業)
366 115.5

合計
76,035 104.5

(2) 販売実績

セグメント名称及び業務別名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業)

常駐警備
15,480,747 101.7

機械警備
9,571,387 100.5

運輸警備
2,009,272 101.2

工事・機器販売
2,004,986 73.4

小計
29,066,393 98.7

(ビル管理・不動産事業)
720,229 153.2

合計
29,786,623 99.5
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